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相
続
税
の
客
体
と
し
て
の
家
族
財
団

　
　
　
　
　
ド
イ
ツ
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

木

村

弘

之

亮

相続税の客体としての家族財団
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一
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．
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問
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第
一
章
　
総
　
説

　
一
　
は
じ
め
に

　
ド
イ
ツ
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
に
よ
れ
ば
、
本
質
的
に
一
家
族
又
は
特
定
の
数
家
族
の
利
益
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
、
財
団

（
ω
ま
ε
轟
）
の
財
産
は
、
三
〇
年
ご
と
の
間
隔
で
相
続
税
を
課
税
さ
れ
る
。
こ
の
課
税
は
、
本
稿
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
連
邦
憲
法

裁
判
所
一
九
八
三
年
三
月
八
日
決
定
に
よ
れ
ば
、
ボ
ン
基
本
法
に
適
合
す
る
。

66

　
二
　
家
族
財
団
の
概
念

　
「
家
族
財
団
」
の
統
一
的
概
念
又
は
確
た
る
制
度
は
存
在
し
な
い
。
ド
イ
ツ
各
州
の
財
団
法
律
（
ω
課
ε
凝
詔
8
雪
器
）
の
定
義
は

少
く
と
も
詳
細
な
点
で
相
違
し
て
い
る
。
租
税
法
上
の
定
義
は
財
団
法
律
上
の
そ
れ
と
異
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
都
度
の

法
規
範
は
そ
の
都
度
の
規
範
の
文
脈
の
な
か
で
つ
ね
に
そ
し
て
も
っ
ぱ
ら
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
の
規
範
の
文
脈
か
ら

借
用
し
た
定
義
は
、
解
釈
に
役
立
た
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
誤
解
の
遠
因
と
な
る
。
あ
る
財
団
を
「
家
族
財
団
」
と
呼
ぶ
か
別
名
で

呼
ぶ
か
は
、
重
要
で
な
い
。
家
族
財
団
は
「
財
団
」
の
制
度
の
一
応
用
形
態
で
あ
り
、
法
形
式
で
は
な
い
。
ど
の
よ
う
な
応
用
形
態

に
も
つ
き
も
の
で
あ
る
よ
う
に
、
境
界
は
流
動
的
で
あ
る
。
本
稿
は
租
税
法
上
の
家
族
財
団
を
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
。

　
財
団
の
定
款
に
し
た
が
い
設
立
者
、
そ
の
親
族
お
よ
び
こ
れ
ら
の
者
の
卑
属
が
五
〇
％
以
上
受
益
権
又
は
遺
産
取
得
権
を
有
す
る

場
合
、
そ
の
財
団
は
つ
ね
に
家
族
財
団
で
あ
る
（
ド
イ
ツ
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
）
。
相
続
税
お
よ
び
贈
与
税
法
に
い
う
家
族
財

団
は
、
受
益
権
又
は
遺
産
取
得
権
の
額
に
関
し
て
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
が
み
た
さ
れ
な
く
と
も
、
し
か
し
、
別
な
理
由
か
ら

「
本
質
的
な
家
族
の
利
益
」
が
肯
定
さ
れ
う
る
場
合
に
は
、
首
肯
さ
れ
る
。
後
者
の
ケ
ー
ス
に
と
っ
て
の
前
提
要
件
は
、
一
に
、
当



該
家
族
が
二
五
％
超
の
受
益
権
又
は
遺
産
取
得
権
を
有
す
る
こ
と
、
二
に
、
追
加
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
、
「
本
質
的
な
」
家
族
の
利
益

が
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
れ
ら
の
要
件
が
み
た
さ
れ
る
の
は
、
当
該
家
族
が
財
団
の
業
務
遂
行
に
本
質
的
な
影

響
力
を
有
す
る
場
合
で
あ
る
。

　
家
族
員
が
五
〇
％
超
の
又
は
特
別
な
場
合
に
は
二
五
％
超
の
受
益
権
を
有
す
る
か
ど
う
か
の
間
題
に
と
っ
て
、
当
該
財
団
の
配
当

だ
け
が
重
要
で
あ
る
。
当
該
財
団
が
そ
の
収
益
を
ど
の
程
度
ま
で
内
部
留
保
す
る
か
は
、
受
取
人
の
受
益
権
に
と
っ
て
無
意
義
で
あ

る
。
家
族
が
定
款
に
し
た
が
っ
て
当
該
実
際
に
配
当
さ
れ
た
金
額
に
関
し
て
、
五
〇
％
超
の
（
特
別
の
場
合
に
は
二
五
％
超
の
）
受
益

権
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。

　
な
お
、
ド
イ
ツ
の
社
団
（
く
①
邑
昌
）
が
そ
の
収
益
を
二
年
を
超
え
て
内
部
留
保
す
る
と
き
、
そ
の
社
団
の
許
可
は
取
消
さ
れ
る
。

こ
の
点
、
財
団
が
そ
の
収
益
を
内
部
留
保
し
続
け
う
る
期
間
に
は
、
制
限
が
な
い
。

相続税の客体としての家族財団

　
三
　
定
款
変
更
に
よ
る
家
族
財
団
か
ら
通
常
の
財
団
へ
の
組
織
変
更

　
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
に
よ
る
相
続
税
納
税
義
務
は
、
当
該
財
団
が
課
税
時
に
（
相
続
税
法
九
条
一
項
四
号
）
家
族
財
団
の
前

提
要
件
を
み
た
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
家
族
財
団
が
こ
の
課
税
時
に
お
い
て
定
款
変
更
に
よ
っ
て
別
な
財

団
（
例
え
ば
企
業
財
団
　
¢
日
①
ヨ
魯
ヨ
窪
ω
ω
島
9
轟
）
に
組
織
変
更
さ
れ
る
場
合
に
は
、
相
続
税
納
税
義
務
は
消
滅
す
る
。
そ
こ
で
、

三
〇
年
経
過
後
の
相
続
税
を
回
避
す
る
た
め
、
特
別
な
租
税
法
上
の
関
心
が
、
家
族
財
団
の
「
通
常
の
」
財
団
へ
の
組
織
変
更
に
対

し
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
後
世
に
そ
の
家
族
が
死
滅
す
る
と
き
、
財
団
は
家
族
財
団
と
し
て
の
性
格
を
喪
失
す
る
。

税
務
当
局
は
、
相
続
税
補
充
税
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
そ
の
よ
う
な
「
組
織
変
更
」
を
財
団
の
廃
止
お
よ
び
定
款
変
更
に
よ
る
新

　
　
　
　
　
　
　
（
1
※
）

設
立
と
し
て
取
り
扱
う
。
し
か
し
、
そ
の
法
的
根
拠
は
私
見
に
よ
れ
ば
欠
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
定
款
変
更
に
よ
る
財
団
の
性
格
の
変
更
は
、
家
族
財
団
の
廃
止
と
新
し
い
財
団
の
設
立
と
し
て
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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こ
の
新
財
団
の
取
得
（
財
産
）
は
、
相
続
税
法
七
条
一
項
九
号
、
一
五
条
一
項
に
よ
り
租
税
等
級
四
（
ω
量
お
詩
一
霧
器
≦
）
の
課
税

を
う
け
る
。
一
家
族
財
団
が
定
款
変
更
に
よ
り
公
益
財
団
（
慈
善
財
団
Φ
ぎ
①
篶
ヨ
①
ぎ
急
鼠
鷺
oD
象
蜜
轟
）
へ
組
織
変
更
さ
れ
る
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

合
、
こ
の
公
益
財
団
の
取
得
（
財
産
）
は
相
続
税
法
一
三
条
一
項
一
六
号
b
に
よ
り
非
課
税
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
参
照
、
力
男
＝
＜
o
ヨ
一
伊
＝
」
8
蝉
く
【
＞
富
望
曽
”
』
警
ぴ
⊆
3
号
ω
誓
霊
翰
お
3
辞
ω
一
8
0
0
”
ω
」
8
一
旨
血
＜
o
日
＝
。
㎝
」
8
P

　
　
＝
【
Φ
嵩
＼
o
o
o
o
）
勾
Qo
田
一
」
O
oo
P
刈
oo
O
・

　
（
－
※
）
　
ω
ω
一
〇
QQ
合
N
㊤
伊
N
①
O
仁
昌
辞
O
『
Z
『
．
鯨
ω
侍
国
内
国
『
σ
Qo
辞
O
一
〇
刈
“
㈱
一
Z
罫
伊

　
（
2
）
卑
一
’
固
昌
き
N
邑
三
ω
q
凶
⊆
ヨ
ω
区
窪
－
≦
辞
8
ヨ
σ
①
旙
＜
o
ヨ
N
o。
」
O
」
O
o
。
ω
）
ψ
G。
o。
O
O
＞
－
①
＼
刈
P
O
ω
勇
一
〇
〇。
G。
知
濠
｛
暁
。
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四
　
問
題
の
所
在

　
租
税
法
上
家
族
財
団
に
は
、
若
干
の
例
外
を
除
い
て
、
一
般
ル
ー
ル
が
妥
当
し
て
い
る
。
共
通
し
て
い
る
一
般
ル
ー
ル
は
、
財
団

の
背
後
に
い
る
家
族
の
「
透
視
（
O
霞
。
言
ユ
8
」
で
あ
る
。
家
族
財
団
の
設
立
お
よ
び
廃
止
の
場
合
、
親
等
に
基
づ
く
有
利
な
租

税
等
級
が
租
税
等
級
W
の
代
り
に
、
受
益
者
又
は
財
団
設
立
者
に
適
用
さ
れ
る
（
相
続
税
法
一
五
条
二
項
）
。
こ
れ
に
対
し
、
経
常
の

課
税
に
際
し
て
家
族
の
「
透
視
」
の
た
め
他
の
課
税
が
行
わ
れ
る
。
国
内
の
家
族
財
団
の
場
合
に
は
相
続
補
充
税
（
相
続
税
法
一
条

一
項
四
号
）
が
、
国
外
家
族
財
団
の
場
合
に
は
所
得
お
よ
び
財
産
の
受
益
者
へ
の
帰
属
（
合
算
課
税
）
が
行
わ
れ
る
。

　
本
質
的
に
家
族
の
利
益
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
財
団
（
ω
良
ε
轟
窪
）
に
対
す
る
相
続
補
充
税
（
卑
富
あ
緯
緊
窪
巴
の
合
憲
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
関
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
八
三
年
三
月
八
日
決
定
に
よ
れ
ば
、
家
族
財
団
に
対
す
る
相
続
補
充
税
の
合
憲
性
を
め
ぐ
る
法
政

　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

策
的
議
論
は
、
大
幅
に
解
消
し
た
。
法
適
用
を
な
す
実
務
に
と
っ
て
、
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
の
意
味
に
お
け
る
家
族
財
団
の
概

念
に
関
す
る
問
題
は
、
今
日
、
法
律
相
談
の
中
心
点
に
あ
る
。
家
族
財
団
に
対
す
る
相
続
補
充
課
税
の
合
憲
性
に
つ
い
て
の
多
数
の

意
見
表
明
を
分
析
す
る
と
、
驚
い
た
こ
と
に
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
に
い
う
「
本
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質
的
」
お
よ
び
「
利
益
」
と
い
う
不
確
定
概
念
に
つ
い
て
、
な
お
、
包
摂
の
で
き
る
法
律
要
件
要
素
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
本
質

的
に
家
族
の
利
益
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
家
族
財
団
に
対
す
る
周
期
課
税
の
導
入
後
二
二
年
を
経
て
、
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
の

意
味
に
お
け
る
家
族
財
団
の
概
念
が
今
日
な
お
未
知
の
新
分
野
（
辞
醇
声
ヨ
8
讐
鼠
）
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
一
九
八
三
年
三
月
八
日
の
決
定
に
お
い
て
次
の
こ
と
を
確
認
し
た
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
財
団
が
「
本
質
的
に

家
族
の
利
益
の
た
め
に
」
設
立
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
「
一
般
に
承
認
さ
れ
た
解
釈
ル
ー
ル
を
用
い
て
十
分
に
確
実
に
認
識
さ
れ
う

（
6
）る
」
と
。
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
最
高
裁
判
所
の
娩
曲
な
言
い
回
し
の
命
題
は
、
憲
法
現
実
の
冷
静
な
記
述
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
望
み

だ
と
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ク
ヤ

　
税
務
当
局
は
、
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
の
意
味
に
お
け
る
「
利
益
」
概
念
を
受
益
権
お
よ
び
遺
産
取
得
権
と
し
て
解
釈
す
る
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
（
1
0
）

で
、
法
学
文
献
と
一
致
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
見
解
の
相
違
は
、
家
族
が
二
五
％
超
の
、
五
〇
％
超
の
、
七
五
％
超
の
、
又
は
九

　
　
　
（
n
）

○
％
超
の
い
ず
れ
か
の
割
合
で
受
益
権
も
し
く
は
遺
産
取
得
権
を
有
す
る
と
き
に
、
こ
の
利
益
が
本
質
的
で
あ
る
の
か
ど
う
か
に
つ

い
て
存
す
る
。

　
し
か
し
、
排
他
的
な
受
益
権
お
よ
び
遺
産
取
得
権
の
意
味
に
お
け
る
「
利
益
」
の
解
釈
が
そ
も
そ
も
疑
わ
し
い
。
百
分
率
を
め
ぐ

る
争
点
に
つ
い
て
は
、
受
益
権
の
算
定
の
た
め
の
算
定
基
準
に
関
す
る
問
題
お
よ
び
算
定
期
間
に
関
す
る
問
題
が
文
献
お
よ
び
課
税

当
局
に
よ
っ
て
回
答
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

　
法
律
相
談
の
実
務
に
と
っ
て
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
二
八
日
付
の
課
税
当
局
の
共
通
州
通
達
に
お
い
て
収
録
さ
れ
て
い
る
定
義
、

す
な
わ
ち
本
質
的
に
家
族
の
利
益
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
財
団
の
定
義
が
、
中
心
的
意
義
を
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
、
こ
の

州
通
達
が
批
判
的
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
引
き
続
い
て
、
第
三
章
で
は
、
一
般
に
承
認
さ
れ
た
解
釈
ル
ー
ル
を
用
い

て
、
本
質
的
に
家
族
の
利
益
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
財
団
の
概
念
に
つ
い
て
の
、
定
義
の
要
素
が
展
開
さ
れ
る
。

　
（
3
）
　
＜
覧
ω
く
R
お
－
ゆ
霧
9
ε
㊥
N
ω
＜
一
曽
＼
o
。
一
ぎ
ヨ
Q。
る
」
O
o
o
鰻
ゆ
ω
辞
匹
」
＝
O
o
o
ω
』
お
（
℃
卑
R
－
閑
一
曾
す
巽
財
団
事
件
）
．
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（
4
）
b
§
ミ
鑓
ミ
”
肉
ミ
ミ
鼻
勾
山
畠
三
『
ざ
轟
ω
＜
①
き
〇
一
⊆
＆
国
蒔
①
き
ヨ
ω
騎
轟
呂
①
び
①
一
α
費
①
吾
①
お
象
N
ω
け
霊
①
島
3
窪
ω
魯
き
阜

琶
鵬
＜
o
口
閃
曽
昌
一
ゆ
①
霧
二
犠
ε
轟
①
p
＞
O
一
〇
刈
o。
』
O
暁
｛
●
為
O
辱
黛
鼻
ミ
貸
§
ド
O
①
『
牢
げ
ω
3
鉱
韓
窪
①
昌
曽
3
①
ω
＄
＆
α
①
ω
惚
＞
σ
ω
」

Z
『
●
“
卑
σ
ω
9
駄
聾
①
器
お
①
ω
9
ω
一
〇
置
－
国
ぎ
望
一
q
諾
N
＝
『
写
濃
①
α
震
～
、
①
議
霧
ω
仁
⇒
鵯
ヨ
餌
ω
ω
一
讐
①
詳
α
①
『
の
o
鵬
。
卑
σ
①
お
象
N
ω
壁

①
藷
ン
O
く
勾
一
零
P
置
9
肉
蔑
黛
O
織
ミ
壽
ミ
）
N
一
≒
瞑
一
8
鐸
階
ω
ω
措
諾
『
篶
ω
魯
轟
魯
R
9
象
o
ω
g
α
o
吾
8
量
お
ヨ
轟
α
R
窄
邑
一
一
①
－

冨
集
9
轟
g
轟
魯
脅
ヨ
卑
び
ω
お
墜
鐙
三
。
お
p
U
ω
自
お
o。
N
る
誤
旧
歳
ミ
ぴ
ミ
。
り
）
し
o
暴
§
ミ
曽
N
弩
く
①
寡
器
ω
§
窃
ヨ
農
一
鴨
①
津

α
R
国
あ
簿
N
①
き
ω
o
訂
雰
8
⊆
Φ
焦
辞
評
巨
一
一
窪
ω
二
津
巨
臓
①
戸
匹
W
一
〇
〇。
G
。
曽
o
。
一
曾
映
ミ
斧
、
ミ
§
曽
O
一
。
評
邑
一
①
ぎ
ω
ま
ε
罐
ぎ
α
R
卑
σ
－

ω
3
鉱
聾
①
器
旨
R
e
β
O
ω
一
〇
お
る
認
曾
映
ミ
ド
、
ミ
ミ
｝
国
碍
窪
日
ヨ
ω
隠
声
具
8
仁
昌
α
ω
霧
冨
莞
三
コ
堕
ω
塁
く
匹
」
O
o
o
ρ
認
ざ

ト
勲
ミ
ミ
＼
寒
ミ
9
①
ヨ
o
号
旨
。
oD
ま
g
轟
－
カ
①
魯
ゴ
』
＆
蜂
窪
①
ヨ
）
ゆ
ω
一
。
翼
認
P
ミ
竃
ミ
爵
k
§
。
う
℃
災
ミ
w
国
吾
震
旨
言
撃

窪
R
⊆
＆
の
一
①
一
〇
浮
①
一
房
ω
餌
酢
N
あ
ε
≦
一
〇
〇
。
ド
一
8
“
ミ
ミ
』
ミ
）
ト
ミ
説
ミ
｝
O
ε
昌
α
N
凝
①
α
①
ω
昌
窪
窪
卑
び
ω
魯
緯
一
ω
一
窪
①
『
－
琶
α
ω
3
窪
－

犀
琶
賢
窪
①
翰
ω
。
鼠
ω
ヒ
ω
昂
一
。
翼
ω
8
（
ω
①
“
）
葛
。
盛
ミ
ミ
§
鳶
こ
浮
孟
一
①
評
昌
一
①
凶
鼻
罵
ε
轟
一
昏
ヨ
。
g
①
富
9
①
二
①
－

　
げ
①
昌
ω
O
『
曽
口
O
①
”
）
ω
ω
一
〇
〇
Q
ω
噸
一
①
N
O
・

（
5
）
　
し
か
し
、
例
え
ば
、
参
照
、
、
隷
§
郵
O
ミ
蹄
織
貸
§
望
①
男
餌
ヨ
ま
雪
豊
津
巨
篶
口
一
』
昌
霞
号
ヨ
U
㊤
ヨ
o
E
8
ω
3
（
①
旨
α
R
国
3
雫

ω
簿
N
誓
窪
①
『
。
国
ヨ
一
W
①
酵
㊤
鵬
N
＝
号
ヨ
ω
①
鷺
一
睦
α
R
評
巨
一
一
一
雪
ω
ま
ε
轟
目
ω
一
目
①
α
。
ω
ゆ
一
＞
σ
ω
。
一
写
。
腿
卑
σ
ω
辞
ρ
U
ω
辞
N

　
一
〇
〇
。
9
＝
隼
か
れ
は
、
家
族
財
団
を
清
算
（
言
三
象
R
窪
）
す
る
自
称
立
法
者
の
動
機
を
指
摘
し
て
、
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
の
い

　
う
家
族
財
団
の
概
念
を
目
的
論
的
に
解
釈
す
る
。
さ
ら
に
、
参
照
、
ミ
ミ
ミ
ー
』
§
ミ
）
ω
3
雪
ざ
轟
雪
窪
R
げ
巴
⊂
ヨ
薫
き
蟄
』
握

　
①
ぎ
震
舅
曽
目
＝
Φ
霧
葺
ε
昌
鵬
噌
曽
ω
ゆ
お
OO
介
窃
命
・

（
6
）
ω
く
R
お
山
8
9
一
一
ら
N
ω
畠
ミ
＼
o。
一
＜
o
ヨ
o
。
』
」
O
。
。
鯉
ω
ω
田
一
」
O
o
。
ω
一
＝
お
（
お
ω
）
。

（
7
）
ゆ
①
N
一
茜
ω
己
且
＞
亀
巴
一
ω
び
①
お
。
耳
置
琶
瞬

（
8
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
参
照
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
二
八
日
バ
ー
デ
ン
・
ビ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
財
務
省
通
達
（
男
P
⑲
）
、
O
ω
勇

　
一
〇
〇〇
ω
）
刈
“
“
塩
｛
■

（
9
）
　
同
旨
、
ミ
塁
ミ
簑
窺
要
。
。
蛍
O
ミ
評
ミ
鼻
N
一
』
ヨ
ゆ
o
短
蔭
α
震
男
餌
ヨ
≡
①
冨
象
ε
轟
轟
9
号
ヨ
国
3
ω
o
ご
孚
仁
旨
α
ω
9
窪
ざ
コ
叩

ω
8
仁
①
鑛
①
ω
①
旨
一
零
♪
ω
ω
一
。
刈
♪
一
①
ω
G。
h
●
料
守
ミ
N
ー
ミ
嚢
w
騨
び
ω
9
織
聾
窪
①
円
－
…
α
ω
9
窪
ざ
轟
ω
8
ま
鑛
①
の
①
貫
国
o
ヨ
ヨ
①
三
貰
ω
●

　
＞
鳳
一
」
O
o
o
9
惚
㎝
↓
N
●
曽
。

（
1
0
）
　
ミ
竃
ミ
爵
～
§
。
。
評
欝
ミ
S
壽
ミ
ミ
ミ
魯
ミ
き
卑
σ
ω
9
翼
ω
一
窪
①
『
－
⊆
＆
ω
3
窪
ざ
轟
ω
梓
窪
㊦
鑛
①
ω
①
貫
国
o
ヨ
日
①
筥
葺
。。
。
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＞
自
暁
一
」
O
o
o
8
励
一
＞
⇒
ヨ
」
搾
箋
翫
ミ
膏
（
問
p
O
y
O
oっ
臼
一
〇
〇〇
ρ
一
〇〇
脚
ミ
・
蚕
し
o
ミ
騒
家
餌
ω
ω
一
＜
o
＞
昌
讐
窪
①
α
①
ω
（
甲
窃
①
冒
鵬
①
げ
①
『
ω
壁
｛

象
①
勾
8
耳
玖
e
ヨ
α
R
閃
鋤
B
一
一
①
ぎ
ω
岳
ε
p
堕
冒
出
ω
＜
o
ヨ
9
≧
」
9
お
oo
ω
．

（
1
1
）
　
参
照
、
ω
冨
一
ぎ
コ
讐
警
ヨ
①
α
雲
誓
窪
Φ
『
お
8
『
旨
ざ
ヨ
ヨ
誘
一
8
お
謡
）
く
戸
刃
血
⇒
」
ミ
“
類
旨
、
o
り
職
隷
、
、
、
．
ミ
曳
ミ
ミ
噸
＝
讐
α
7

　二

9
α
①
。
り
oっ
象
9
コ
甥
お
o
窪
9
一
〇
〇
c
8
ゆ
一
合
菊
島
p
b
o
鳴
●

第
二
章
　
一
九
八
三
年
一
〇
月
二
八
日
付
の
州
通
達
－
税
務
当
局
の
見
解

相続税の客体としての家族財団

　
相
続
税
の
担
当
官
は
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
二
八
日
付
共
通
州
通
達
に
お
い
て
以
下
に
掲
げ
る
概
念
規
定
を
展
開
し
た
。
す
な
わ

ち
、　

　
家
族
財
団
の
定
款
に
し
た
が
い
、
設
立
者
、
そ
の
親
族
お
よ
び
そ
の
卑
属
が
五
〇
％
超
の
割
合
で
受
益
権
又
は
遺
産
取
得
権
を
有
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
き
、
つ
ね
に
家
族
財
団
が
存
在
す
る
。
相
続
税
お
よ
び
贈
与
税
法
の
意
味
に
お
け
る
家
族
財
団
は
、
受
益
者
は
遺
産
取
得
権
の
割
合
に
関
し

　
て
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
が
み
た
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
そ
の
他
の
理
由
で
「
本
質
的
な
」
家
族
の
利
益
が
肯
定
さ
れ
う
る
と
き
、
存

　
在
し
う
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
の
前
提
要
件
は
、
そ
の
家
族
が
二
五
％
超
の
割
含
で
受
益
権
又
は
遺
産
取
得
権
を
有
し
、
か
つ
、
「
本
質
的
な
家

　
族
の
利
益
」
と
い
う
追
加
の
法
律
要
件
要
素
が
立
証
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
家
族
が
財
団
の
業
務
執
行
に
対
し
本
質
的
な
影
響
力
を
有
し
て

　
い
る
と
き
、
こ
の
よ
う
な
本
質
的
な
家
族
の
利
益
は
存
在
し
う
る
。
家
族
構
成
員
が
五
〇
％
超
の
割
合
で
、
又
は
特
別
な
場
合
に
は
二
五
％

　
超
の
割
合
で
受
益
権
を
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
問
題
に
つ
い
て
、
財
団
の
配
当
だ
け
が
問
題
で
あ
る
。
ど
の
程
度
財
団
か
ら
の
収
益
を
内

　
部
留
保
す
る
か
は
、
受
取
人
（
O
Φ
ω
二
轟
感
お
）
の
受
益
権
に
と
っ
て
無
意
義
で
あ
る
。
家
族
が
実
際
に
配
当
さ
れ
た
金
額
に
関
し
て
定
款

　
に
し
た
が
い
五
〇
％
超
（
特
別
の
場
合
は
二
五
％
超
）
の
割
合
で
受
益
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
、
決
定
的
で
あ
る
」
。

　
こ
の
告
示
は
、
行
政
通
達
な
の
で
納
税
義
務
者
に
対
し
て
拘
束
力
を
も
た
な
い
が
、
し
か
し
、
内
部
法
と
し
て
行
政
庁
に
対
し
て

効
力
を
有
す
る
。
相
続
税
賦
課
決
定
が
詳
細
な
理
由
も
付
け
ず
に
一
九
八
三
年
一
〇
月
二
八
日
付
の
州
通
達
を
引
用
し
て
家
族
財
団
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に
相
続
税
を
課
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
国
法
上
の
自
縛
性
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
共
通
州
通
達

の
な
か
で
な
さ
れ
た
課
税
当
局
の
定
義
は
、
そ
れ
が
自
己
矛
盾
な
く
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
の
意
味
に
お
け
る
家
族
財
団
の
法
律

要
件
を
明
確
に
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
、
法
的
再
検
討
を
必
要
と
す
る
。

　
（
1
2
）
　
㈱
一
㎝
＞
び
ω
●
N
＞
ω
辞
O
。

　
第
一
節
　
税
務
当
局
に
よ
る
対
外
取
引
税
法
［
五
条
二
項
の
法
定
定
義
の
参
照

　
一
九
八
三
年
一
〇
月
二
八
日
付
共
通
州
通
達
は
、
概
念
を
定
立
す
る
た
め
、
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
の
法
定
定
義
を
参
照
し

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
該
通
達
は
、
学
説
上
も
主
張
さ
れ
て
い
る
見
解
に
し
た
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
学
説
に
よ
れ

ば
、
「
本
質
的
に
」
お
よ
び
「
利
益
」
と
い
う
不
確
定
法
概
念
の
解
釈
は
対
外
取
引
税
法
の
規
定
を
援
用
し
て
お
こ
な
わ
れ
う
る
。

従
来
唯
一
存
在
し
て
い
る
財
政
裁
判
所
決
定
、
す
な
わ
ち
一
九
八
一
年
六
月
一
〇
日
付
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
財
政
裁
判
所
の
決
定

は
、
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
を
引
用
し
て
、
「
本
質
的
に
」
と
「
利
益
」
と
い
う
不
確
定
法
概
念
を
定
義
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
裁
判
例
、
行
政
通
達
お
よ
び
学
説
は
、
対
外
取
引
税
法
の
法
定
定
義
を
相
続
税
法
に
転
用
さ
せ
う
る
理
由
づ
け
に
つ
い
て
、
な
お
、

十
分
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
、
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
の
家
族
財
団
の
概
念
規
定
が
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
へ
も
適

用
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一
　
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ

　
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
そ
の
裁
判
の
な
か
で
一
九
八
三
年
三
月
八
日
の
相
続
税
の
合
憲
性
に
つ
い
て
次
の
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
の
法
律
要
件
が
租
税
法
律
の
明
確
性
に
対
す
る
法
治
国
上
の
要
請
を
み
た
し
て
い
る
。
理
由

中
で
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
本
質
的
に
、
ド
イ
ツ
相
続
税
法
の
伝
統
を
指
摘
し
て
お
り
、
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
は
、
こ
の
伝
統
に



相続税の客体としての家族財団

つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
ド
イ
ツ
連
邦
裁
判
所
は
、
一
九
一
九
年
九
月
一
〇
日
の
相
続
税
法
二
〇
条
一
項
五
号
二
文
お
よ
び
一

九
二
五
年
八
月
二
二
日
現
在
の
相
続
税
法
九
条
二
項
後
段
を
参
酌
し
て
い
る
。
一
九
一
九
年
相
続
税
法
二
〇
条
一
項
五
号
二
文
は
家

族
財
団
を
、
た
と
え
一
時
的
又
は
例
外
的
に
他
の
者
へ
の
受
益
権
が
主
張
さ
れ
う
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
「
本
質
的
に
一
家
族

の
利
益
又
は
一
定
の
家
族
（
複
数
）
の
利
益
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
そ
う
し
た
財
団
」
と
し
て
定
義
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る

一
九
二
五
年
相
続
税
法
に
お
け
る
規
定
は
、
次
の
定
式
に
よ
っ
て
類
似
の
定
義
を
含
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
財
団
が
本
質
的
に

一
家
族
又
は
一
定
の
家
族
（
複
数
）
の
利
益
の
た
め
に
設
立
さ
れ
て
い
る
限
り
、
…
…
」

　
現
行
の
相
続
税
法
の
第
一
条
一
項
四
号
は
し
た
が
っ
て
、
一
九
一
九
年
以
来
法
律
の
形
式
で
妥
当
し
て
い
た
そ
う
し
た
ド
イ
ツ
相

続
税
法
の
伝
統
的
定
式
を
受
け
継
い
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
、
対
外
取
引
税
法
中
の
こ
の
条
文
が
一
九
三
一
年
租
税
調
整

法
二
一
条
の
な
か
に
そ
の
前
身
を
み
い
だ
さ
れ
る
と
い
う
事
実
を
斜
酌
す
る
と
し
て
も
、
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
の
よ
う
に
は

じ
め
て
一
九
七
二
年
以
降
に
導
入
さ
れ
た
法
律
定
義
を
用
い
て
、
「
本
質
的
に
家
族
の
利
益
の
た
め
に
」
と
い
う
言
葉
を
明
確
に
す

る
こ
と
は
、
説
得
力
を
も
た
な
い
。

　
同
様
に
、
家
族
財
団
の
定
義
に
と
っ
て
、
「
一
九
三
一
年
八
月
二
三
日
付
の
従
前
課
税
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
価
値
の
租
税
捕
捉
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

関
す
る
ラ
イ
ヒ
大
統
領
令
が
招
致
さ
れ
る
。
こ
の
大
統
領
令
三
条
に
お
い
て
家
族
財
団
は
、
「
設
立
者
お
よ
び
一
九
三
一
年
五
月
二

二
日
の
ラ
イ
ヒ
租
税
通
則
法
六
七
条
一
項
二
号
三
号
に
規
定
す
る
（
そ
の
者
の
）
親
族
な
ら
び
に
そ
の
者
の
卑
属
が
も
っ
ぱ
ら
又
は

八
O
％
を
超
え
て
受
益
権
を
有
す
る
そ
う
し
た
財
団
」
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
さ
ら
に
ひ
と
は
、
家
族
財
団
を
「
も

っ
ぱ
ら
一
又
は
二
以
上
の
特
定
の
家
族
の
構
成
員
の
利
益
に
」
資
す
る
財
団
と
名
付
け
て
い
る
、
ド
イ
ッ
民
法
に
関
す
る
プ
ロ
イ
セ

ン
施
行
法
律
第
一
条
一
項
に
も
依
拠
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
法
の
定
義
は
、
一
九
一
九
年
相
続
税
法
に
そ
の
前
身
が

あ
り
、
こ
れ
を
継
承
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
定
義
が
、
一
九
一
九
年
相
続
税
法
二
〇
条
一
項
五
号
二
文
に
お
け
る
定
義
規
定

と
異
な
る
点
は
、
排
他
的
要
件
を
欠
く
点
だ
け
に
あ
る
。
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結
局
、
ド
イ
ツ
相
続
税
法
が
伝
統
的
に
一
九
一
九
年
以
来
用
い
て
い
た
概
念
を
近
年
の
法
律
す
な
わ
ち
対
外
取
引
税
法
を
用
い
て

定
義
す
る
の
は
、
方
法
論
上
の
疑
問
を
呈
さ
れ
る
。

　
（
1
3
）
　
＜
R
o
巳
口
仁
昌
磯
0
8
勾
①
8
房
震
鋤
ω
置
①
三
窪
偉
ぴ
R
9
①
ω
鼠
器
『
浮
ぽ
卑
富
器
⊆
昌
臓
玄
昏
R
昌
一
〇
窪
話
あ
量
お
は
R
≦
①
耳
Φ
一
旨
α

　
　
自
σ
R
ω
件
①
＝
①
轟
ヨ
昌
①
ω
含
o
（
ω
併
①
ロ
①
轟
ヨ
⇒
①
ω
鉱
①
＜
①
『
o
こ
昌
⊆
昌
磯
）
。
＜
o
ヨ
器
。
o
o
」
O
ω
ど
菊
O
匹
●
一
〇
ω
一
一
倉
P

　
（
1
4
）
　
設
立
者
［
ω
ま
鼠
二
。

　
二
　
目
的
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ

　
ド
イ
ツ
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
に
お
け
る
「
家
族
財
団
」
の
概
念
を
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
の
法
定
定
義
に
よ
っ
て
規
定

す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
両
条
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
相
異
な
る
規
制
目
的
を
追
求
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ド
イ

ツ
対
外
取
引
税
法
一
五
条
は
伝
統
的
に
財
産
の
本
国
送
還
（
象
①
寄
E
三
①
三
轟
＜
o
目
く
震
目
猪
2
）
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
は
、
租
税
正
義
の
利
益
の
た
め
、
家
族
財
団
の
設
立
に
よ
る
相
続
税
の
回
避
を
防

止
し
よ
う
と
す
る
。

　
対
外
取
引
税
法
一
五
条
は
、
ラ
イ
ヒ
租
税
調
整
法
一
二
条
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。
租
税
調
整
法
一
二
条
を
導
入
し
た
き
っ
か

け
を
、
一
九
三
一
年
に
な
さ
れ
た
次
の
確
認
が
与
え
た
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
の
財
産
が
大
量
に
国
外
財
団
（
き
ω
一
ぎ
象
零
訂
ω
葺
“

巨
鵬
窪
）
に
投
下
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
事
実
の
確
認
で
あ
る
。
こ
の
財
団
財
産
（
oっ
葺
ε
躍
巽
R
ヨ
蔚
2
）
は
、
一
方
で
租
税
法
上

捕
捉
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
他
方
で
可
能
な
限
り
再
び
国
内
に
逆
戻
り
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
旧
租
税
調
整
法
一
二
条

は
、
い
わ
ゆ
る
「
租
税
大
赦
令
（
oo
量
お
轟
ヨ
巳
①
践
磐
R
o
こ
昌
…
顧
）
」
す
な
わ
ち
、
一
九
三
一
年
八
月
二
三
日
付
の
従
前
課
税
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

て
い
な
か
っ
た
価
値
の
租
税
捕
捉
お
よ
び
租
税
大
赦
に
関
す
る
命
令
に
、
さ
ら
な
る
前
身
を
見
い
だ
さ
れ
る
。
こ
の
命
令
の
立
法
理

由
書
で
は
次
の
事
項
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
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「
」
　
従
前
課
税
さ
れ
て
い
な
い
価
値
の
租
税
法
上
の
捕
捉

　
　
1
．
国
外
の
家
族
財
団

　
　
　
　
ド
イ
ツ
の
財
産
は
大
量
に
国
外
の
家
族
財
団
に
投
下
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
財
団
財
産
に
触
手
を
伸
ば
す
こ
と
に
は
、
相
当
の
利
益
が

　
　
　
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
財
団
財
産
を
租
税
法
上
正
し
く
捕
捉
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
再
び
ド
イ
ツ
国
内
に
逆
戻
し
す
る
こ
と

　
　
　
に
は
、
相
当
の
利
益
が
あ
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
租
税
大
赦
令
一
条
は
、
次
を
定
め
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
家
族
財
団
が
一
九
三
一

　
　
　
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
に
解
散
さ
れ
、
か
つ
当
該
財
団
が
当
該
財
団
の
国
内
設
立
者
に
返
還
さ
れ
る
か
も
し
く
は
そ
の
者
の
国
内
の
配

　
　
　
偶
者
又
は
当
該
財
団
の
解
散
時
に
生
存
し
て
い
る
国
内
の
卑
属
に
移
転
さ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
解
散
を
契
機
に
生
じ
た
取
得
（
収
益

　
　
　
国
『
≦
Φ
吾
）
は
、
こ
れ
が
相
続
税
（
贈
与
税
）
を
課
さ
れ
る
限
り
、
非
課
税
で
あ
る
。

　
　
　
　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
国
外
に
住
所
の
あ
る
家
族
財
団
が
一
九
三
一
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
に
解
散
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
家

　
　
　
族
財
団
は
、
あ
た
か
も
こ
の
家
族
財
団
が
成
立
し
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
、
財
産
税
法
、
所
得
税
法
お
よ
び
法
人
税
法
の
領
域
に
お
い

　
　
　
て
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
財
産
法
L
当
該
財
団
の
財
産
を
設
立
者
な
い
し
受
益
権
者
（
ゆ
9
轟
菩
費
9
三
一
瞬
窪
）

　
　
　
の
財
産
と
し
こ
れ
ら
の
者
に
帰
属
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
所
得
税
法
お
よ
び
法
人
税
法
上
、
こ
の
財
産
か
ら
受
給
金
（
ω
①
注
篶
）
が
供

　
　
　
与
さ
れ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
こ
の
所
得
は
、
設
立
者
が
無
制
限
納
税
義
務
を
負
っ
て
い
る
限
り
、
こ
の
者
に
帰
属
し
、
あ
る
い
は
そ

　
　
　
の
他
の
場
合
に
は
、
も
し
当
該
財
団
が
受
給
金
を
供
与
し
た
と
す
れ
ば
、
所
得
税
法
上
又
は
法
人
税
法
上
納
税
義
務
を
負
う
で
あ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
　
者
に
そ
の
所
得
は
帰
属
す
る
（
租
税
大
赦
令
二
条
）
。
」

　
ド
イ
ツ
国
民
が
国
外
に
蓄
財
し
た
財
産
を
ド
イ
ツ
国
内
に
送
還
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
規
制
目
的
と
対
照
を
な
す
も

の
に
、
ド
イ
ツ
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
が
あ
る
。
同
条
項
の
公
式
立
法
理
由
書
で
は
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
第
一
条
に
つ
い
て

　
第
一
項
第
四
号
の
新
規
定
に
よ
っ
て
、
相
続
税
を
課
せ
ら
れ
る
基
本
的
法
律
要
件
は
、
家
族
財
団
お
よ
び
こ
れ
に
相
当
す
る
社
団
（
＜
R
－

①
冒
①
）
の
財
産
に
つ
い
て
周
期
的
納
税
義
務
分
を
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
家
族
財
団
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
社
団
の
財
産
を
拘
束
す
る
こ
と
に
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よ
っ
て
、
こ
の
財
産
は
相
続
税
の
時
に
数
世
代
に
わ
た
っ
て
相
続
税
を
免
れ
う
る
。
か
か
る
不
当
な
租
税
法
上
の
利
得
は
、
通
常
三
〇
年
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
も
っ
て
な
さ
れ
る
世
代
交
代
の
時
間
的
間
隔
で
当
該
財
産
を
周
期
的
に
課
税
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
除
去
さ
れ
る
。
」

　
租
税
調
整
法
に
関
す
る
立
法
理
由
と
相
続
税
に
関
す
る
法
理
由
と
の
か
か
る
対
照
は
、
す
で
に
、
次
の
こ
と
を
明
瞭
に
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
双
方
の
条
文
は
完
全
に
別
な
規
制
目
的
を
遂
行
し
て
い
る
、
と
。
し
た
が
っ
て
、
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
と
相
続

税
法
一
条
一
項
四
号
と
の
あ
い
だ
に
ま
っ
た
く
意
味
関
連
性
は
存
し
な
い
。
一
般
に
承
認
さ
れ
た
解
釈
ル
ー
ル
に
し
た
が
え
ば
、
立

法
者
の
規
律
意
図
（
寄
篶
一
一
旨
暢
ぎ
旨
鐸
）
お
よ
び
こ
の
意
図
の
追
求
上
こ
の
立
法
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
認
識
し
う
る
価
値
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

断
が
拘
束
力
の
あ
る
基
準
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
相
異
な
る
規
律
意
図
の
対
照
か
ら
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
対
外
取
引
税
法
一

五
条
二
項
に
お
け
る
家
族
財
団
の
法
律
定
義
が
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
に
い
う
家
族
財
団
の
概
念
を
規
定
す
る
た
め
に
招
致
さ
れ

え
な
い
、
と
。
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（
1
5
）
　
ω
房
q
o
蚕
ヨ
づ
①
ω
二
①
＜
R
o
乱
5
¢
⇒
鵬
（
閃
コ
」
ω
）
）
閃
O
匪
．
一
8
一
一
鼻
お
●

（
1
6
）
　
抜
粋
し
た
立
法
理
由
は
、
、
蒋
ミ
ミ
麩
G
。
ミ
ミ
塁
ミ
＼
山
象
壽
き
閑
o
ヨ
ヨ
①
昌
費
釜
ヨ
＞
一
5
雪
簿
窪
①
楯
Φ
紹
貫
ω
身
戸
卜
＞
鼠
一
●

　一

〇
〇

〇
9
励
一
伊
菊
α
冥
9

（
1
7
）
　
切
↓
－
O
ε
畠
●
く
目
＼
る
o
o
o
o
、
ψ
F

（
1
8
）
　
参
照
、
ト
ミ
§
き
ζ
①
9
＆
①
三
魯
お
α
R
菊
0
9
富
三
。
。
器
昌
鴇
富
費
9
＞
三
一
」
O
o
。
9
ω
。
G。
お
’

　
三
　
法
秩
序
の
相
違
－
国
外
の
財
団
と
国
内
の
財
団

　
最
後
に
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
の
法
定
定
義
を
援
用
し
て
の
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
に
い
う
家
族
財
団
の
概
念
定
義
は
、

次
の
理
由
か
ら
も
禁
じ
ら
れ
る
。
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
は
、
国
外
家
族
財
産
に
つ
い
て
の
概
括
条
項
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
に
対

し
、
相
続
税
の
納
税
主
体
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
領
域
に
居
住
す
る
家
族
財
団
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。



　
対
外
取
引
税
法
一
五
条
は
、
帰
属
規
定
を
そ
の
内
容
と
す
る
。
同
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
管
理
支
配
地
と
本
店
（
住
所
）
（
O
①
ω
3
賢
ψ

葱
ε
轟
⊆
邑
ω
冒
）
を
こ
の
法
律
の
施
行
地
の
外
に
有
す
る
家
族
財
団
の
財
産
と
所
得
は
、
無
制
限
納
税
義
務
を
負
う
設
立
者
に

帰
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
家
族
財
団
の
財
産
と
所
得
は
、
受
益
権
又
は
遺
産
取
得
権
を
有
す
る
無
制
限
納
税

義
務
者
に
、
こ
の
受
益
権
又
は
遺
産
取
得
権
の
割
合
に
応
じ
て
帰
属
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
対
外
取
引
税
法
一
五
条
の

帰
属
規
定
に
は
、
国
外
家
族
財
団
だ
け
が
該
当
す
る
。
さ
ら
に
、
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
は
国
外
家
族
財
団
の
概
念
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

法
定
の
定
義
を
置
い
て
い
る
。
か
く
し
て
、
次
の
こ
と
が
ら
が
明
ら
か
に
な
る
。
相
異
な
る
ド
イ
ツ
以
外
の
法
秩
序
に
依
拠
し
て
い

る
（
多
様
性
な
）
法
形
式
で
、
家
族
財
団
と
し
て
み
な
さ
れ
う
る
も
の
に
関
し
て
、
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
は
概
括
条
項
の
よ

う
な
規
定
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
に
よ
る
相
続
補
充
課
税
は
、
ド
イ
ツ
法
に
よ
り
設
権
さ
れ
、

そ
し
て
そ
の
住
所
な
い
し
管
理
支
配
地
を
連
邦
領
域
に
有
す
る
そ
う
し
た
家
族
財
団
だ
け
に
適
用
さ
れ
う
る
。

　
（
1
9
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
参
照
、
、
ミ
ミ
ミ
翁
⇔
ミ
ミ
塁
ミ
＼
山
象
ぎ
、
（
男
P
ま
y
＞
仁
留
霧
5
器
彊
8
0
貫
励
窃
曽
菊
α
P
＄
’

相続税の客体としての家族財団

　
四
　
相
続
税
に
つ
い
て
帰
属
可
能
性
が
欠
け
る
こ
と

　
さ
ら
に
、
対
外
取
引
税
法
は
そ
の
一
五
条
一
項
二
号
に
お
い
て
次
を
規
定
し
て
い
る
。
同
条
項
所
定
の
規
定
は
相
続
税
に
つ
い
て

適
用
さ
れ
な
い
、
と
。
立
法
者
は
次
の
命
題
を
定
立
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
こ
れ
は
対
外
取
引
税
法
一
五
条
一
項
二
文
に
お
け

る
相
続
税
に
は
」
明
ら
か
に
妥
当
し
な
い
の
で
、
対
外
取
引
税
法
一
五
条
で
定
め
ら
れ
た
帰
属
ル
ー
ル
（
合
算
ル
ー
ル
）
は
、
相
続

税
の
目
的
に
妥
当
し
な
い
。
こ
れ
と
類
似
し
た
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
財
政
裁
判
所
の
裁
判
例
に
よ
れ
ば
、
贈
与
税
に
も
あ
て
は
ま

（
2
0
）る
。
対
外
取
引
税
法
一
五
条
の
合
算
課
税
が
相
続
税
に
適
用
さ
る
べ
き
で
な
い
、
と
立
法
者
が
明
ら
か
に
認
識
し
て
い
る
場
合
、
こ

れ
に
よ
っ
て
、
立
法
者
は
次
の
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
家
族
財
団
に
関
す
る
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
の
法
定
定

義
は
、
家
族
財
団
に
つ
い
て
の
相
続
税
法
上
の
概
念
を
定
立
す
る
た
め
に
招
致
さ
れ
え
な
い
、
と
。
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（
2
0
）
　
ω
閃
＝
－
C
旨
①
＝
＜
o
ヨ
N
O
。
一
N
」
O
㎝
8
ω
ω
け
匪
」
3
0
0
一
＝
お

　
鵬
o
ω
9
斜
励
一
9
勾
α
p
8
凶
’
く
・
ヨ
●
勾
α
p
総
●

（
o。
N
）

“
ミ
魯
ミ
ミ
翰
。
。
ミ
ミ
塁
ミ
＼
ヒ
o
鴨
鼻
ミ
（
男
口
」
①
y
＞
仁
浄
房
冨
⊆
①
学

　
五
　
相
異
な
る
文
言

　
最
後
に
、
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
に
い
う
家
族
財
団
の
定
義
の
文
言
は
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
の
文
言
と
区
別
さ
れ
る
。

対
外
取
引
税
法
に
よ
り
定
義
さ
れ
た
財
団
（
o
o
象
ε
轟
9
）
の
場
合
、
財
団
権
利
者
（
ω
段
E
轟
号
震
9
鐸
喧
窪
）
は
設
立
者
の
家
族

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
の
法
律
テ
キ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
第
三
者
な
ら
家
族
に
授
益
す
る
よ
う
な
財
団
、

す
な
わ
ち
受
領
者
（
0
8
二
鼠
鼠
邑
と
し
て
設
立
者
と
ま
っ
た
く
親
戚
関
係
に
な
い
家
族
も
ま
た
相
続
税
の
対
象
と
な
り
う
る
。
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

族
財
団
の
概
念
の
両
定
義
は
共
通
の
文
言
、
「
利
益
」
も
「
本
質
的
」
も
「
家
族
」
も
そ
の
内
容
と
し
て
い
な
い
。

　
結
局
の
と
こ
ろ
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
二
八
日
付
の
共
通
州
通
達
に
な
さ
れ
た
（
本
質
的
に
一
家
族
の
利
益
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
）

財
団
の
定
義
は
、
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
の
法
定
定
義
に
基
づ
く
と
方
法
論
的
に
間
違
っ
て
お
り
、
か
く
し
て
許
容
さ
れ
な
い
。

　
（
2
1
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
参
照
、
G
り
o
薦
”
O
一
①
閃
㊤
ヨ
…
窪
ω
無
ε
口
堕
お
Oo
合
oo
。
3
●

78

　
第
二
節
　
家
族
財
団
の
通
達
と
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
の
法
定
定
義
の
あ
い
だ
の
相
違

　
対
外
取
引
税
法
の
法
定
定
義
を
援
用
し
た
税
務
当
局
の
通
達
の
な
か
で
な
さ
れ
た
（
本
質
的
に
一
家
族
の
利
益
の
た
め
に
設
立
さ
れ

た
）
財
団
の
概
念
規
定
は
、
し
か
し
、
方
法
論
的
に
誤
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
そ
の
適
用
上
も
当
該
州
通
達
の
な
か
で
も

首
尾
一
貫
し
て
な
さ
れ
て
い
な
い
。

一
　
定
款
に
関
連
す
る
、
受
益
権
と
遺
産
取
得
権
の
確
認



相続税の客体としての家族財団

　
一
九
八
三
年
一
〇
月
二
八
日
付
税
務
当
局
通
達
が
明
文
を
も
っ
て
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
を
引
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
州
通
達
に
再
録
さ
れ
て
い
る
（
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
の
）
法
定
定
義
が
文
字
ど
お
り
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ひ
と
つ
の
決
定

的
な
追
加
文
を
備
え
て
い
る
。
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
は
次
の
内
容
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
家
族
財
団
は
、
設
立
者
、
そ
の

親
族
お
よ
び
こ
れ
ら
の
者
の
卑
属
が
五
〇
％
超
の
受
益
権
又
は
遺
産
取
得
権
を
有
し
て
い
る
そ
う
し
た
財
団
で
あ
る
。
」

　
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
二
八
日
付
共
通
州
通
達
に
お
い
て
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
は
次
の
よ
う
に
引
用
さ
れ

て
い
る
。
「
家
族
財
団
が
つ
ね
に
存
在
す
る
の
は
、
そ
の
定
款
に
し
た
が
い
設
立
者
、
そ
の
親
族
お
よ
び
こ
れ
ら
の
者
の
卑
属
が
五

〇
％
超
の
受
益
者
又
は
遺
産
取
得
権
を
有
す
る
場
合
で
あ
る
（
対
外
取
引
税
法
｝
五
条
二
項
）
。

　
し
た
が
っ
て
、
相
違
は
、
一
九
八
三
年
通
達
に
よ
れ
ば
、
財
団
の
定
款
が
そ
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
さ
れ
る
点
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

税
務
当
局
が
い
ず
れ
の
時
点
を
基
準
と
す
る
か
、
と
い
う
問
題
が
実
務
に
と
っ
て
重
要
と
な
る
。
家
族
財
団
の
法
律
顧
問
に
と
っ
て
、

家
族
財
団
が
三
〇
年
の
間
に
そ
の
定
款
を
修
正
又
は
補
完
す
る
と
い
う
の
が
、
経
験
則
で
あ
る
。
相
続
税
は
期
日
税
（
ω
欝
耳
謎
旨
－

　
　
　
　
（
2
2
）

¢
段
）
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
首
尾
一
貫
す
れ
ば
、
課
税
時
に
お
け
る
定
款
、
具
体
的
に
は
相
続
税
法
九
条
一
項
四
号
に
よ
る
一
九

八
四
年
一
月
一
日
の
定
款
が
基
準
と
さ
れ
る
。
一
九
八
三
年
に
は
じ
め
て
そ
の
定
款
の
な
か
に
家
族
員
の
遺
産
取
得
権
お
よ
び
受
益

権
を
取
り
込
ん
だ
、
財
団
は
、
か
く
し
て
、
家
族
財
団
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
類
似
の
定
款
規
定
が
一
九
八
三
年
に
削
除
さ
れ
て
し
ま

っ
た
財
団
は
、
家
族
が
二
九
年
間
に
わ
た
っ
て
受
益
権
や
遺
産
取
得
権
を
有
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
族
財
団
で
な
い
。
す

で
に
こ
の
例
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
財
団
の
定
款
が
問
題
で
あ
る
、
と
す
る
州
通
達
に
お
け
る
言
及
は
、
そ
の
言
及
が
家

族
財
団
の
概
念
を
明
確
に
す
る
の
に
資
す
る
と
い
う
以
上
に
は
、
実
務
に
お
い
て
間
題
と
な
ら
な
い
。

　
最
後
に
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
二
八
日
の
共
通
州
通
達
に
お
い
て
な
さ
れ
、
定
款
に
の
み
関
連
し
て
い
る
（
受
益
権
と
遺
産
取
得

権
の
）
確
認
は
次
の
理
由
か
ら
も
説
得
力
を
も
っ
て
い
な
い
。
当
該
通
達
が
そ
の
第
四
文
に
お
い
て
、
家
族
員
が
五
〇
％
超
の
受
益

権
を
有
す
る
か
ど
う
か
の
問
題
に
と
っ
て
、
「
財
団
の
配
当
だ
け
が
問
題
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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財
団
に
助
言
を
与
え
る
実
務
に
と
っ
て
、
し
か
し
ま
た
、
税
務
当
局
に
と
っ
て
も
、
一
方
で
は
財
団
の
「
配
当
だ
け
」
が
そ
の
基
準

と
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
他
方
で
は
設
立
者
の
家
族
が
「
そ
の
定
款
に
よ
り
」
五
〇
％
超
の
受
益
権
又
は
遺
産
取
得
権
を
有
す
る
か
ど

う
か
に
応
じ
て
あ
る
財
団
が
「
家
族
財
団
と
し
て
」
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
通
達
に
よ
る
受
益
権
や
遺
産
取
得
権
の

確
認
と
定
款
に
よ
る
そ
れ
ら
の
確
認
が
相
異
な
り
矛
盾
し
て
い
る
。

　
（
2
2
）
　
、
輿
ミ
ミ
ひ
国
き
ω
o
げ
鉱
冨
9
一
』
R
－
＝
⇒
α
ω
o
『
①
昌
ぽ
仁
昌
鵬
ω
8
仁
①
鑛
①
ω
①
辞
斜
訳
o
ヨ
ヨ
①
三
碧
る
D
＞
覧
一
」
O
O
o
9
㈱
O
＞
昌
ヨ
．
oo
●

　
二
　
確
認
さ
る
べ
き
受
益
権
に
と
っ
て
の
基
準
と
期
間
の
欠
如

　
類
似
の
考
慮
は
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
二
八
日
共
通
州
通
達
が
受
益
権
の
確
認
に
と
っ
て
の
拠
り
ど
こ
ろ
を
提
供
し
て
お
ら
ず
、

ま
た
家
族
員
が
五
〇
％
超
の
受
益
権
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
期
間
を
も
定
義
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
て
は
ま
る
。

期
日
以
前
の
年
度
し
た
が
っ
て
一
九
八
三
年
に
だ
け
受
益
権
の
金
額
の
確
認
は
、
そ
も
そ
も
国
庫
上
の
理
由
か
ら
正
当
化
さ
れ
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
受
益
権
の
金
額
が
そ
の
時
々
の
期
日
の
直
近
暦
年
に
つ
い
て
の
み
基
準
と
な
る
と
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
家
族

財
団
は
こ
の
年
度
に
お
い
て
は
、
家
族
員
へ
の
配
当
を
、
課
税
当
局
の
承
認
し
た
百
分
率
の
範
囲
内
で
の
み
お
こ
な
う
で
あ
ろ
う
。

か
く
し
て
、
相
続
税
法
に
い
う
家
族
財
団
は
も
は
や
存
在
し
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
対
外
取
引
税
法
の
引
照
も
ま
た
、
受
益
権
の
期
間
と
基
準
に
と
っ
て
信
頼
の
お
け
る
拠
り
ど
こ
ろ
を
提
供
し
な

い
。
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
は
、
数
課
税
期
間
に
ま
た
が
っ
て
確
認
さ
れ
る
べ
き
受
益
権
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
右
規
定
の
注

解
は
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
「
と
り
わ
け
五
〇
％
超
の
受
益
権
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
論
理
的
に
す
べ
て
の
受
益
権
の
確
認
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は

　
固
有
の
難
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
あ
る
財
団
を
家
族
財
団
と
し
て
性
格
決
定
す
る
た
め
に
は
、
ひ
と
つ
の
特
定
年
度
の
受
益
権
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
継
続
し
て
存
在
す
る
受
益
権
が
そ
の
対
象
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
出
発
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
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（
2
4
）

　
対
外
取
引
税
法
が
「
長
期
に
わ
た
る
」
受
益
権
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
二
八
日
州
通
達
が
こ
の
よ
う

な
「
長
期
」
を
よ
り
詳
細
に
定
義
す
る
こ
と
が
、
思
い
つ
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
相
続
税
の
起
案
担
当
者
は
、

そ
の
州
通
達
に
お
い
て
な
ん
ら
言
明
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
二
八
日
通
達
は
、
相
続
税
法
一
条

一
項
四
号
の
意
味
に
お
け
る
家
族
財
団
の
概
念
を
解
釈
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
自
体
解
釈
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
2
3
）
　
ミ
魯
ミ
ミ
翰
防
ミ
ミ
塁
ミ
＼
山
象
書
、
（
男
P
一
①
ン
＞
⊆
P
o
口
ω
辞
o
⊆
Φ
鑛
窃
①
貫
惚
貸
閑
α
冥
①
刈
．

　
（
2
4
）
　
、
ミ
ミ
ミ
暴
。
。
ミ
ミ
遷
ミ
＼
切
帖
鼻
ミ
（
閃
P
一
①
）
）
＞
仁
詔
屋
8
器
鑛
①
ω
①
貫
費
9
菊
含
コ
●
①
刈
．

相続税の客体としての家族財団

　
三
　
一
九
八
三
年
一
〇
月
二
八
日
付
共
通
州
通
達
に
よ
る
二
五
％
限
度
の
導
入

　
一
九
八
三
年
一
〇
月
二
八
日
共
通
州
通
達
は
、
た
し
か
に
、
そ
の
概
念
定
立
に
あ
た
り
、
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
の
法
定
定

義
を
関
係
づ
け
て
い
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
概
念
規
定
の
第
二
文
に
お
い
て
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
の
法
定
定
義
を
適
用
し
え

な
い
も
の
と
宣
言
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
共
通
州
通
達
が
次
の
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
個
別
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
受

益
権
お
よ
び
遺
産
取
得
権
が
二
五
％
超
の
追
加
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
有
す
る
と
き
に
も
本
質
的
な
家
族
利
益
が
裏
付
け
ら
れ
う
る
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
25
）

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
限
は
、
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
か
ら
導
き
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
共
通
州
通
達
が
ま
ず
継
承
し
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

う
と
す
る
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
の
法
定
定
義
、
し
か
し
ま
た
、
対
外
取
引
税
法
に
関
す
る
通
達
も
ま
た
、
一
義
的
に
受
益
権

と
遺
産
取
得
権
の
五
〇
％
限
度
を
規
定
し
て
い
る
。
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
の
一
義
的
文
言
に
基
づ
い
て
、
共
通
州
通
達
に
よ

る
家
族
財
団
の
定
義
は
、
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
を
援
用
し
て
の
解
釈
以
上
に
は
も
は
や
評
価
さ
れ
え
な
い
。
む
し
ろ
、
当
該

州
通
達
は
、
家
族
財
団
の
固
有
の
概
念
規
定
を
与
え
て
い
な
い
が
、
し
か
し
、
こ
の
概
念
規
定
が
法
的
に
ど
の
よ
う
に
根
拠
づ
け
る

か
に
つ
い
て
な
ん
ら
か
の
拠
り
ど
こ
ろ
を
与
え
て
い
な
い
。

　
（
2
5
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
参
照
、
8
き
鳶
（
舅
P
O
y
国
き
ω
9
畦
富
8
⊆
R
－
⊆
昌
α
ω
9
2
犀
⊆
昌
鵯
冨
＝
霞
鴨
器
辞
卸
励
5
ψ
竃
’
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（
2
6
）
く
①
ヨ
巴
ε
轟
ω
口
毛
①
一
ω
巨
鵬
窪
釜
ヨ
》
義
①
昌
ω
け
窪
①
茜
①
ω
①
貫
oo
魯
邑
び
①
⇒
α
①
ω
ω
α
問
＜
o
ヨ
一
る
」
。
置
」
W
oo
酔
一
W
一
」
O
置
一
辰
ド

　
第
三
節
　
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
の
配
当
だ
け
を
指
向
す
る
定
義
の
合
憲
性

　
最
後
に
、
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
所
定
の
不
確
定
法
概
念
「
利
益
」
が
配
当
と
の
み
関
連
づ
け
て
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

定
義
は
憲
法
上
の
疑
念
を
う
け
て
い
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
定
義
は
租
税
法
の
応
能
負
担
原
則
に
矛
盾
す
る
。

　
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
古
典
的
定
式
に
よ
れ
ば
、
「
課
税
が
（
経
済
的
）
給
付
能
力
（
応
能
負
担
）
を
指
向
し
て
構
想
さ
れ
る
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

租
税
正
義
の
原
則
的
要
請
で
あ
る
。
」
こ
の
よ
う
な
応
能
負
担
に
基
づ
く
課
税
は
、
す
べ
て
の
直
接
税
お
よ
び
相
続
－
贈
与
税
法
に

あ
て
は
ま
る
。
な
ぜ
な
ら
、
相
続
（
島
①
国
き
零
ご
e
は
経
済
的
に
は
、
相
続
人
と
受
贈
者
の
給
付
能
力
を
増
大
さ
せ
る
「
所
得
」

　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

を
成
す
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
個
人
の
税
負
担
は
、
納
税
を
な
し
う
る
能
力
に
応
じ
て
測
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
給

付
能
力
の
増
大
が
税
負
担
の
尺
度
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
応
能
負
担
課
税
の
基
本
的
思
想
は
、
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
の
意
味
に

お
け
る
家
族
財
団
の
（
も
っ
ぱ
ら
配
当
だ
け
を
指
向
す
る
）
定
義
と
は
正
反
対
の
極
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
相
続
税
は
遺
産
税
（
Z
碧
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

践
斡
窪
霞
）
又
は
遺
産
取
得
税
と
し
て
徴
収
さ
れ
う
る
。
遺
産
税
は
、
真
性
の
財
産
税
と
し
て
最
後
に
相
続
時
に
死
亡
者
（
被
相
続

人
）
の
遺
産
（
Z
碧
三
器
8
）
の
価
額
に
応
じ
て
そ
の
者
の
経
済
的
給
付
能
力
を
捕
捉
す
る
。
未
分
割
の
遺
産
の
税
負
担
は
遡
及
的

に
被
相
続
人
（
卑
包
霧
ω
R
）
の
所
得
に
課
税
さ
れ
る
。
甲
昏
①
お
震
の
財
政
・
租
税
改
革
の
成
果
と
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
こ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

う
な
遺
産
税
は
一
九
一
九
年
と
一
九
二
二
年
の
あ
い
だ
に
存
在
し
た
。

　
現
行
の
相
続
税
法
は
相
続
税
法
一
〇
条
一
項
に
お
い
て
「
取
得
者
の
利
得
（
守
孟
9
。
毎
畠
α
震
田
語
『
幕
邑
」
を
納
税
義
務
の

あ
る
取
得
（
収
入
　
醇
幕
き
）
と
し
て
定
義
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
遺
産
取
得
税
（
国
吾
き
琶
毎
窪
巴
の
シ
ス
テ
ム
は
、
取
得

者
へ
の
無
償
に
よ
る
権
利
移
転
に
し
た
が
っ
て
相
続
人
な
い
し
受
贈
者
の
許
に
お
け
る
給
付
能
力
の
増
大
に
課
税
し
て
い
る
。
そ
の

限
り
に
お
い
て
、
相
続
税
は
、
期
間
と
関
係
な
く
増
大
す
る
給
付
能
力
（
号
3
一
魯
ε
a
o
象
ω
魯
①
コ
§
薯
霧
房
き
需
韓
琶
鵯
脇
餌
三
咋
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ぎ
5
を
課
税
さ
れ
な
い
そ
う
し
た
所
得
税
を
補
完
し
て
い
る
。

　
家
族
財
団
の
相
続
補
充
税
は
一
種
の
遺
産
税
で
あ
る
。
相
続
補
充
税
は
遺
産
と
し
て
現
行
の
遺
産
取
得
課
税
の
体
系
に
組
み
込
ま

　
　
　
　
（
32
）

れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
相
続
補
充
税
の
体
系
違
反
は
、
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
所
定
の
家
族
財
団
の
（
も
っ
ぱ
ら
配
当
に
関

連
し
た
）
定
義
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
受
益
権
者
へ
の
家
族
財
団
の
配
当
は
、
財
団
の
経
済
的
給
付
能
力

の
低
下
を
も
た
ら
す
。
こ
の
よ
う
な
財
団
の
経
済
的
給
付
能
力
の
低
下
に
は
、
受
益
者
又
は
遺
産
取
得
者
の
許
に
お
け
る
給
付
能
力

の
上
昇
が
対
応
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
相
続
補
充
税
は
、
当
該
利
得
し
た
受
益
権
者
を
租
税
法
上
捕
捉
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、

当
該
貧
窮
し
た
財
団
に
課
税
し
て
い
る
。
相
続
補
充
税
の
排
他
的
判
断
基
準
と
し
て
の
（
受
益
権
を
有
す
る
）
家
族
員
へ
の
配
当
は
、

財
団
の
給
付
能
力
の
低
下
の
な
か
に
、
当
該
課
税
の
根
拠
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
応
能
負
担
と
い
う
基
本
原
則
か
ら
離
れ

て
、
財
産
の
増
大
で
は
な
く
財
産
の
減
少
が
課
税
の
前
提
要
件
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
の
（
も

っ
ぱ
ら
配
当
を
指
向
し
た
）
定
義
は
憲
法
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
定
義
は
税
負
担
の
根
拠
と
し
て
給
付
能
力
の

流
入
で
な
く
流
出
を
認
識
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
し
て
同
時
に
相
続
税
法
の
基
本
原
理
－
利
得
原
則
（
野
邑
9
R
琶
蕩
賃
ぎ

N
ξ
）
に
違
反
す
る
。

（
2
7
）
　
ω
＜
R
｛
O
－
ご
辞
巴
一
一
ゆ
＜
［
認
＼
鴇
＜
o
ヨ
ニ
。
S
一
8
一
ゆ
く
o
諏
O
国
一
G
o
曽
N
O
O
（
N
零
）
“
ゆ
く
Φ
既
O
－
ω
窃
〇
三
⊆
頃
一
ゆ
く
菊
韻
P
㎝
謡
ゆ

認
①
鳶
O
く
o
ヨ
嵩
●
旨
」
零
ρ
ω
＜
震
お
国
8
」
霧
（
自
N
）
（
景
気
調
整
付
加
金
閑
〇
三
⊆
昌
犀
ξ
塁
鶉
三
濃
）
“
ω
く
嘆
｛
O
－
ω
霧
9
冨
頃
一

ゆ
く
菊
一
①
＼
＄
ぎ
ヨ
O
』
」
零
ド
ω
く
雪
お
国
認
る
器
（
G。
o
。
O
）
（
補
完
税
騨
監
匿
仁
轟
銘
σ
醤
幕
）
“
ゆ
く
o
桑
マ
ω
霧
9
ε
駒
一
切
く
菊

o。

島
＼
お
＜
o
ヨ
N
」
O
」
O
お
ω
く
Φ
昧
O
国
ω
ρ
ま
（
認
）
（
経
済
安
定
付
加
金
ω
＄
玄
毎
警
旨
霧
〇
三
譜
）
。

（
2
8
）
参
照
、
例
え
ば
、
映
葵
罫
ぎ
5
㌔
ミ
き
O
R
お
蔑
霧
霊
昌
鵯
お
9
一
8
冨
＞
鳳
賃
摺
N
ξ
ω
窃
8
⊆
の
∈
轟
轟
9
号
＝
ぎ
き
N
芭
一
窪
［
卑

ω
ε
お
獣
警
一
要
o
F
ω
ε
≦
一
〇
〇。
O
る
一
〇
（
o。
腫
y

（
2
9
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
参
照
、
↓
甘
爵
曽
oo
8
琴
員
9
耳
」
『
＞
鼠
一
」
㊤
o
o
8
ω
●
ミ
．

（
30
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
参
照
、
映
§
＞
囚
o
ヨ
ヨ
o
耳
畦
豊
ヨ
年
房
3
畦
房
毎
仁
霞
－
⊆
昌
α
ω
9
9
ざ
昌
鵯
冨
話
茜
①
ω
簿
鉾
P
＞
象
一
■
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一
〇
〇〇
倉
田
三
①
凶
9
コ
磯
勾
N
。
“
貼
貼
’

（
31
）
　
参
照
、
一
九
一
九
年
相
続
税
法
一
条
（
菊
O
匹
」
O
お
＝
置
o
。
）
。
同
規
定
に
よ
れ
ば
、
死
亡
者
の
遺
産
は
相
続
税
を
課
せ
ら
れ
た
。

　
こ
れ
は
一
九
二
二
年
七
月
二
二
日
付
の
法
律
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
（
勾
O
匹
」
O
認
窪
O
）
。

（
3
2
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
参
照
、
O
、
爲
ミ
鳶
。
り
る
魅
ミ
困
9
①
国
吾
R
鋸
日
雪
①
一
お
同
一
ヨ
望
窪
R
ω
拳
冨
β
ω
ω
お
o
o
N
る
認
“
同
旨
、
寒
塁

　ミ壽

＼
ミ
融
ミ
、
（
閃
p
ε
ン
国
『
訂
9
鉱
房
登
』
R
二
誉
α
ω
o
冨
臭
⊆
ロ
鴨
房
諾
旙
8
0
貫
㈱
一
＞
口
日
る
・

　
第
四
節
　
小
　
括

　
中
間
結
論
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
の
意
味
に
お
け
る
財
団
の
概
念
規
定
は
、
対
外
取
引
税
法

一
五
条
二
項
の
法
定
定
義
を
用
い
る
な
ら
、
方
法
論
上
の
疑
念
に
出
く
わ
す
う
え
、
一
般
に
承
認
さ
れ
た
解
釈
ル
ー
ル
に
も
違
背
す

る
。
そ
の
解
釈
ル
ー
ル
と
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
一
九
八
三
年
三
月
八
日
決
定
に
お
い
て
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
に
い
う
財
団

の
定
義
に
当
た
っ
て
用
い
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
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第
三
章
　
「
承
認
さ
れ
た
解
釈
ル
ー
ル
を
用
い
て
」
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
の
解
釈

　
本
質
的
に
一
家
族
の
利
益
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
財
団
の
概
念
定
立
が
、
税
務
当
局
お
よ
び
一
部
の
学
説
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
が
、

こ
の
概
念
定
立
は
対
外
取
引
税
法
一
五
条
二
項
の
法
定
定
義
を
用
い
て
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
確
認
は
、
連
邦
憲

法
裁
判
所
一
九
八
三
年
三
月
八
日
決
定
に
お
い
て
な
さ
れ
た
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
の
解
釈
を
、
「
一
般
に
承
認
さ
れ
た
解
釈
ル

ー
ル
を
用
い
て
」
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
四
章
　
総
　
括

　
相
続
税
法
一
条
一
項
四
号
の
意
味
に
お
け
る
家
族
財
団
は
、
重
要
な
原
則
と
し
て
家
族
の
利
益
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る

財
団
で
あ
る
。
設
立
者
が
財
団
を
用
い
て
、
拠
出
し
た
財
団
財
産
を
家
族
の
所
有
物
と
し
て
保
有
し
、
か
つ
、
か
れ
の
家
族
に
相
応

の
生
活
水
準
を
確
保
す
る
と
い
う
意
図
を
実
現
し
て
い
る
と
き
、
そ
れ
が
家
族
財
団
で
あ
る
。
ま
ず
、
財
団
設
立
時
に
お
け
る
、
定

款
に
基
づ
き
宣
言
さ
れ
た
意
思
（
≦
≡
。
）
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
当
該
財
団
が
私
法
上
の
法
人
へ
の
財
産
を
移
転
す
る
こ
と

に
よ
り
相
続
税
義
務
を
回
避
す
る
た
め
の
道
具
と
し
て
設
立
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
定
款
上
の
責
務
が
実

務
の
業
務
遂
行
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
こ
と
、
最
後
に
は
家
族
の
遺
産
取
得
権
お
よ
び
受
益
権
が
斜
酌
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

家
族
財
団
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
す
べ
て
の
目
的
は
、
そ
の
財
団
が
ど
の
程
度
ま
で
家
族
の
利
益
に
資
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

審
理
を
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
財
団
目
的
の
た
め
の
支
出
は
こ
れ
に
応
じ
て
重
要
視
さ
れ
る
。

　
家
族
の
遺
産
取
得
権
は
、
家
族
の
利
益
の
た
め
の
財
団
設
立
に
つ
い
て
間
接
的
証
拠
た
り
え
、
こ
れ
は
反
証
し
う
る
推
定
を
う
け

る
。
さ
ら
に
、
受
益
権
も
家
族
財
団
の
も
う
ひ
と
つ
の
判
断
基
準
で
あ
る
。
遺
産
取
得
権
と
な
ら
ん
で
受
益
権
は
、
相
続
税
法
一
条

一
項
四
号
に
い
う
家
族
財
団
を
根
拠
づ
け
る
た
め
、
財
団
収
益
の
五
〇
％
超
で
十
分
で
あ
り
う
る
。
遺
産
取
得
権
が
欠
け
る
ケ
ー
ス

で
は
、
明
ら
か
に
受
益
権
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
受
益
権
は
三
〇
年
の
期
間
に
つ
い
て
算
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

算
定
の
基
礎
は
こ
の
期
間
内
に
お
け
る
財
団
の
総
収
益
で
あ
る
。
同
じ
期
間
内
に
お
け
る
経
費
（
象
。
巳
。
算
富
ヨ
…
窪
篶
≦
一
α
ヨ
甲

具
窪
＞
仁
ぞ
窪
身
お
窪
）
が
、
受
益
権
に
対
応
し
て
い
る
。

　
日
本
民
法
三
四
条
に
基
づ
き
公
益
法
人
を
設
立
す
る
こ
と
は
、
ω
主
務
官
庁
の
許
可
、
お
よ
び
⑭
最
低
基
金
額
に
つ
い
て
の
無
規

定
な
ど
の
理
由
か
ら
、
容
易
で
は
な
い
。
民
法
三
四
条
が
公
益
法
人
の
定
款
記
載
事
項
、
寄
付
行
為
、
設
立
準
拠
規
定
、
財
務
諸
表

の
開
示
義
務
な
ど
を
規
定
し
て
い
な
い
た
め
、
か
え
っ
て
公
益
財
団
又
は
公
益
社
団
の
設
立
は
、
実
務
上
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
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ま
し
て
、
本
質
的
に
家
族
お
よ
び
こ
れ
ら
の
者
の
卑
属
の
利
益
の
た
め
の
財
団
（
家
族
財
団
）
の
設
立
は
、
民
法
三
四
条
に
よ
っ
て

予
定
さ
れ
て
い
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
身
内
の
老
人
の
介
護
、
身
内
の
身
体
障
害
者
の
た
め
の
介
護
な
ど
を
目
的
と
す
る
家
族
財
団
の
必
要
性
は
、
日

本
の
各
種
介
護
制
度
の
不
十
分
さ
に
鑑
み
、
ま
た
自
助
努
力
の
促
進
に
照
ら
し
、
増
大
し
つ
つ
あ
る
。
国
外
に
お
け
る
家
族
財
団
の

設
立
又
は
既
存
の
家
族
財
団
へ
の
寄
付
行
為
に
よ
っ
て
、
日
本
人
も
ま
た
、
外
国
の
家
族
財
団
の
法
制
度
を
活
用
し
、
所
期
の
目
的

を
達
成
し
う
る
。
そ
の
際
、
国
際
租
税
計
画
の
策
定
は
考
慮
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
戦
略
法
学
の
要
請
）
。

　
国
内
に
お
け
る
規
制
緩
和
が
低
滞
す
る
な
か
、
所
期
の
目
標
を
達
成
す
る
目
的
か
ら
外
国
の
法
制
度
の
活
用
は
、
十
分
に
考
慮
に

値
す
る
。
ひ
と
は
自
国
に
よ
っ
て
の
み
そ
の
権
利
利
益
を
保
護
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
も
、
地
域
研
究
の
一
分
野
に
加
え
ら

れ
よ
う
か
。
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［
参
照
法
令
］

ド
イ
ツ
相
続
税
法
（
訳
）

第
一
条
納
税
義
務
の
あ
る
事
象

　
①
　
相
続
税
（
贈
与
税
）
は
、
次
に
対
し
て
課
税
す
る
。

　
　
1
．
死
亡
に
よ
る
取
得
［
財
産
］

　
　
2
．
生
前
贈
与

　
　
3
．
目
的
出
損
［
寄
付
行
為
］

　
　
生
　
財
団
（
ω
ま
言
轟
）
が
本
質
的
に
一
家
族
又
は
特
定
の
数
家
族
の
利
益
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
場
合
の
そ
の
財
団
の
財
産
、

　
　
　
　
九
条
一
項
四
号
に
定
め
る
時
か
ら
三
〇
年
ご
と
の
間
隔
で
［
課
税
す
る
］

［
略
］
、



（2）

略

ド
イ
ツ
対
外
取
引
税
法

第
一
五
条
設
立
者
、
受
益
権
者
お
よ
び
遺
産
取
得
権
者
の
納
税
義
務

　
ω
　
こ
の
法
律
の
施
行
地
外
の
管
理
支
配
地
お
よ
び
住
所
（
O
Φ
ω
魯
弩
邑
虫
ε
轟
＼
腔
旨
）
を
有
す
る
、
家
族
財
団
の
財
産
お
よ
び
所
得

　
　
　
は
、
設
立
者
が
無
制
限
納
税
義
務
を
負
う
場
合
は
設
立
者
に
、
そ
の
他
の
場
合
は
受
益
権
又
は
遺
産
取
得
権
（
冨
差
鴨
冨
お
o
耳
－

　
　
　
一
讐
o
巳
R
き
琶
一
旨
R
o
9
辞
輯
）
を
有
す
る
無
制
限
納
税
義
務
者
に
、
そ
の
持
分
に
応
じ
て
帰
属
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
相
続
税

　
　
　
に
妥
当
し
な
い
。

　
の
　
家
族
財
団
と
は
、
設
立
者
、
そ
の
親
族
お
よ
び
こ
れ
ら
の
者
の
卑
属
が
五
〇
％
超
の
受
益
権
又
は
遺
産
取
得
権
を
有
す
る
、
そ
う
し

　
　
　
た
財
団
を
い
う
。

　
⑥
以
下
略

〔
追
記
〕
　
本
稿
は
平
成
八
年
度
「
信
託
と
家
族
税
法
研
究
会
」
に
お
い
て
報
告
し
、
ご
教
示
を
え
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
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